
１０月４日（日） 午後１時〜

フラワータウン市民センター
【出席議員】 檜田議員、坂本議員、今北議員、平野議員、
 田中（一）議員、長尾議員、田中（秀）議員

参加者
高齢者が増え、バスに乗るのも一苦労、ノンステップバスを増やしてほしい。

参加者
ニュータウンでも１人～２人暮らしが増えている。病院、買い物等、安く巡回する交通機関を。

参加者
市民の利用頻度をあげ、乗って守る意識も必要。費用対効果もしっかり考えないと。

地域交通について聞かせてください。
議員

参加者
三田市は災害の少ない町といわれているが、災害時にだけ特殊な対応はむずかしいので裏
を返せば一番危険。日頃の準備が必要。

参加者
コミュニティが崩壊している。「向こう３軒両隣」の関係がうまくいくよう啓発してほしい。

参加者
個人情報が絡んで、近くに援護すべき人がいても判断に困る。

防災安全について思うことは？
議員

参加者
テクノパークの企業誘致を市長が率先してトップセールスをするなどしてほしい。職住近接
の街づくりに期待する。

参加者
一軒家から駅近マンションへの住み替えが進んでおり、空き家が増加している。住み替え
や借り換えを促進し空き家の活用を。

参加者
ニュータウンと農村部の人口構成の偏りが顕著。先を見通した施策を。

新市長に期待することは？
議員

１０月１７日（土） 午後２時〜

郷の音ホール　　
【出席議員】 森本議員、中田議員、厚地議員、國永議員
 美藤議員、北本議員、大西議員

参加者
高齢化が進んで運転できなくなる方が増える５年、１０年後を見据えた導線の確保が必要だ。

参加者
バス便からJRへの乗換えなど、サラリーマン中心となっている。高齢者にも合わせてほしい。

参加者
高齢者へのバス運賃助成、通学バスやタクシー運賃の補助を。

地域交通について聞かせてください。
議員

参加者
市長に意見を言う機会をつくってほしい。

参加者
三田の名前が売れていない。知名度アップのためのシティセールスが必要。

参加者
地域で生きる老々介護のためには地域のリーダー育成が必要では。

新市長に期待することは？
議員

参加者
山間部とニュータウンで地形が異なる。それぞれに応じた危険を知る必要があるが、ハザー
ドマップの配布だけでいいのか。

参加者
地域の人数、区長・会長では限界がある

参加者
防災組織が地域によって違うし、訓練も形骸化している。形だけの自主防災ではだめ。

防災安全について思うことは？
議員

・議員の取り組みとして良い内容のものであったと思います。きめ細かく、このような会を催してほしい。 （60 代男性）
・市長のいないこの場所でどうして話ができるのか ? （60 代女性）
・以前から議員と語る会が度々開催されているのはいい事だが、いつも中身がいまひとつ。この意見交換会は意味

がない。多くの市民がこの会に参加しない原因は何か、市民が三田市に対してどれだけ関心を持っているのか、
基本的なことを議員の立場で考えてほしい。 （60 代女性）

・参加人数が少ない中での意見交換会のテーマ「新市長に期待すること」はおかしい。「議員に期待すること」のほ
うがよい。議員の仕事がもっと市民に伝わるよう「つなぐ」にのせるべき。 （60 代女性）

・参加市民が少なすぎる。もっと参加してもらえるような工夫が必要。 （60 代男性）
・市議会議員と市民との意見交換会というので、自分なりのテーマ（思い）を伝え、本日出席の議員の意見も聞き

たかった。時間を気にせずやりたい。市民の参加が非常に少ないのはどうしてか ? （40 代女性）

アンケートでの自由意見 （3 〜 5 頁下に掲載、会場別ではありません）

・市民（高齢者）を中心に“健康寿命日本一”をめざしたい。 （60 代）
・テーマ 3 つは多い。消化不良。 （50 代男性）
・アンケートの設問が 60 歳以上までしかないが、70 歳以上の方もおられるので枠を設けてもらいたい。 （60 代男性）
・テーマは参加者の合意で決めたらどうか。 （60 代男性）
・1 テーマあたりの時間がもう少し欲しい。 （60 代男性）
・議員が気安く話をしてくれて話しが盛り上がった。 （60 代男性）
・テーマが限られていることを知らずに来た。チラシを読むと書いてあるが、もっと大きく、はっきりと !! （60 代男性）
・各地域の実情を少しでも知ることが出来た。 （60 代男性）
・出された意見をまとめて今後どうするかが課題である。 （60 代男性）

アンケートでの自由意見 （3 〜 5 頁下に掲載、会場別ではありません）
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